
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
市
町
村

か
ら
秋
田
市
に
避
難
し
て
い
る
か
た

は
、
避
難
先
の
現
住
所
な
ど
を
秋
田
市

防
災
安
全
対
策
課
に
情
報
提
供
し
て
い

た
だ
く
と
、
避
難
元
の
県
や
市
町
村
か

ら
大
切
な
お
知
ら
せ
が
届
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

新
た
な
登
録
だ
け
で
な
く
、
転
入
･

転
居
や
避
難
の
終
了
な
ど
、
登
録
の
内

容
を
変
更
す
る
場
合
に
も
、
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
防
災
安
全
対
策
課

☎
(８
８
８
)５
４
３
４

Ｐ
Ｍ
２
･５
(微
小
粒
子
状
物
質
)は
、

大
気
の
流
れ
の
影
響
で
、
冬
か
ら
春
に

濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

１
日
の
平
均
濃
度
が
国
の
指
針
値
を

超
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
時
は
、
県

が
注
意
喚
起
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
市

で
は
こ
の
情
報
に
基
づ
き
、
環
境
保
全

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
｢大
気
環
境
情
報

メ
ー
ル
｣(※
)な
ど
で
注
意
を
呼
び
か
け

ま
す
。

■
注
意
喚
起
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は

・
屋
外
で
の
長
時
間
の
運
動
は
で
き
る

だ
け
減
ら
し
ま
し
ょ
う

・
屋
内
で
も
、
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必

要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う

・
呼
吸
器
や
循
環
器
に
疾
患
の
あ
る
か

た
や
、
子
ど
も
、
高
齢
の
か
た
は
、

体
調
の
変
化
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
Ｐ
Ｍ
２
･５
の
注
意
喚
起
情
報
な

ど
、
大
気
環
境
に
関
す
る
情
報
を
メ

ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
事
前
登
録

(無
料
)が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
保

全
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp
/

city/ev/p
l/p
m
/p
m
_d
efau
lt.h
tm

●
問
い
合
わ
せ
　

環
境
保
全
課
☎
(８
８
８
)５
７
１
１

建
物
な
ど
の
解
体
･改
修
工
事
を
行

う
際
は
、
石
綿
(ア
ス
ベ
ス
ト
)使
用
の

有
無
を
事
前
に
調
査
す
る
よ
う
法
律
で

定
め
ら
て
い
ま
す
。
解
体
工
事
な
ど
の

事
業
者
は
、
石
綿
の
事
前
調
査
を
行

い
、
結
果
を
工
事
現
場
の
周
辺
か
ら
見

や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
が
不
十
分
な
場
合
、
石
綿
を
飛

散
さ
せ
、
周
辺
の
環
境
に
大
き
な
被
害

を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
石
綿
の
簡
易
測
定
器
を
導
入
し
、

事
前
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
立
入

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

環
境
保
全
課
☎
(８
８
８
)５
７
１
１

重
度
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

が
利
用
し
て
い
る
｢通

院
用
タ
ク
シ
ー
利
用

券
｣を
更
新
す
る
申
請
書
を
、
２
月
19

日
(月)
に
発
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
書

い
て
、
２
月
28
日
(水)
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
券
は
３
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

な
お
、
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、
申

請
書
が
届
か
な
い
か
た
や
新
た
に
利
用

し
た
い
か
た
は
、
障
が
い
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
▼

｢内
部
機
能
障
害
１
級
｣｢肢
体
不

自
由
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

〜
３
級
｣｢視
覚
障
害
１
〜
３
級
｣の
い

ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
在
宅
の
か
た

＊
入
院
･施
設
入
所
中
の
か
た
は
対
象

外
で
す
。
ご
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
場
所
▼

障
が
い
福
祉
課

(市
役
所
１
階
)、
西
部
･南
部
･北
部
･河

辺
･雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

＊
左
記
宛
先
へ
郵
送
も
で
き
ま
す
。

〒
０
１
０
-８
５
６
０

秋
田
市
障
が
い
福
祉
課

●
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

☎
(８
８
８
)５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
６
４

市
民
課
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
用
の
写
真
撮
影
と
申
請
手
続
の
サ
ポ

ー
ト
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
か
た
は
、
市
民
課
へ
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

期
間
▼

２
月
28
日
(水)
ま
で

＊
窓
口
繁
忙
期
は
一
旦
お
休
み
し
て
、

次
回
は
、
５
月
中
旬
か
ら
再
開
す
る

予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　

市
民
課
☎
(８
８
８
)５
６
２
６

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

８

平成30年１月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u310,634人(-384)…男u146,414人(-184)　女u164,220人(-200)

●世帯u135,976世帯(-151) 

12月分 出生u148人　死亡u368人　転入u381人　転出u545人　

( )内は前月比●１年前の人口u313,144人

解
体
工
事
の
前
に

ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
を

２
月
12
日
(月)
の
｢振

替
休
日
｣は
、
家
庭

ご
み
と
資
源
化
物

を
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区

の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。

環
境
都
市
推
進
課

☎
(８
８
８
)５
７
０
９

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ

ム
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

Ｐ
Ｍ
２
･５
の
注
意
喚
起

情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す

身
体
障
が
い
者
の
通
院
用

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
更
新

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

サ
ポ
ー
ト
の
期
間
延
長



昨
年
末
、
元
秋
田
市
消
防
職

員
の
妻
で
あ
る
下
田
ハ
ル
エ
さ

ん
か
ら
、
亡
夫
の
在
職
中
の
恩

返
し
を
し
た
い
と
の
ご
意
向
に

よ
り
、
市
消
防
本
部
へ
、
活
動
支

援
車
１
台
(200
万
円
相
当
)と
放

送
設
備
１
式
(67
万
円
相
当
)を

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
警

防
課
☎
(８
２
３
)４
２
４
３

農
業
へ
の
夢
と
希
望
を
描
い
た
子
ど

も
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧

無
料
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

２
月
10
日
(土)
か
ら
14
日
(水)
ま

で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
(14
日

は
午
後
５
時
ま
で
)

会
場
▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
農
業
委
員
会

事
務
局
☎
(８
８
８
)５
７
９
６

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
す
た
め
、
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
、
地
域
社
会

全
体
が
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
｢心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
｣を

推
進
し
て
い
ま
す
。

乗
り
物
で
席
を
譲
る
な
ど
、
誰
も
が

で
き
る
小
さ
な
気
遣
い
が
大
切
で
す
。

一
人
一
人
が
相
手
を
思
い
や
り
、
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/

ur/im
/keikaku/1
1
koutuu-B
F
/

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
協
議
会
を
開
催

３
月
27
日
(火)
午
後
２
時
〜
、
市
役
所

５
階
の
第
３
･第
４
委
員
会
室
で
。
議

題
は
｢秋
田
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
｣に
関
す
る
取
り
組
み
で
す
。
傍
聴

は
先
着
10
人
ま
で
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課
☎
(８
８
８
)５
７
６
４

◆
｢車
い
す
等
マ
ー
ク
｣の
つ
い
た

駐
車
区
画
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

障
が
い
者
や
要
介
護
者
、
妊
産
婦
な

ど
に
利
用
証
を
交
付
し
、
駐
車
区
画
の

適
正
利
用
を
図
る
｢障
害
者
等
用
駐
車

区
画
利
用
制
度
｣
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
向

上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
管
理
者
の
か
た
は
、
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
｢障
害

者
等
用
駐
車
区
画
｣の
設
置
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
秋
田
県
地

域
･家
庭
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
☎
(８
６
０
)１
３
４
２

◆
小
学
校
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

市
内
の
小
学
３
〜
６
年
生
を
対
象

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
12
の
小
学
校
で
、

高
齢
者
･障
が
い
者
の
疑
似
体
験
や
介
助

を
体
験
す
る
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

９ 広報あきた　平成30年２月２日号

一
人
一
人
の
思
い
や
り
で

｢心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
｣を

小
学
生
が
描
い
た

農
業
の
絵
を
展
示
し
ま
す

消
防
活
動
支
援
車
な
ど

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た

目
録
を
穂
積
市
長
に

手
渡
す
下
田
さ
ん

秋田市では｢どぶろく｣を

新たな地域資源として位置

づけ、都市と農村の交流を促

すメニューの一つとして製

造･販売などの規制緩和を図

るため、国に｢どぶろく特区｣

の申請を行ったところ、この

たび、特区の認定を受けるこ

とができました。

関心があるかたは、産業企

画課６次産業･産業連携担当

へお問い合わせください。

☎(888)5725

農業者とは…
①農業を営む者(個人･法人)　
②農業経営者の家族　
③農地所有適格法人の組合員

相談対象u農家民宿や農家レ
ストランを営んでいる、また
は今後営む予定の農業者

規制緩和の内容

どぶろく特区内でどぶろくを
製造する場合に、酒類製造免
許の要件のうち、最低製造数
量基準(年間製造見込数量６
kℓ)が適用されません。
◆どぶろくの製造は、所轄税
務署からの免許を受ける必
要があります

車いすでの移動やアイマス
クを着用した歩行体験な
ど、普段と違う環境の中、声
を掛け合い、助け合うことの
大切さを学びました

【利用証】

車いす使用者用
(青色)

車いす使用者以外用
(緑色)

みほん みほん


